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秋の大祭

きよら祭り



黒川温泉感謝祭

小田温泉芋煮会

　10 月１日（土）・２日（日）の２日間、黒川温泉感謝祭が行われました。
　１日は夕方からふれあい広場に屋台が立ち並び、毎年恒例のステージイベントや、ひとぎ投げ、
抽選会が行われ、浴衣を身にまとった宿泊客らで夜遅くまで盛り上がっていました。　　　
　２日は、瀬の本の松並木や黒川温泉街を大名行列が練り歩き、観光客はタイムスリップしたか
のような温泉街の町並みを写真に収める姿も見られました。

　10 月 14 日（金）に、小田地区のアウトランド小国郷で「第 16 回小田温泉芋煮会」が行われました。
芋煮会では組合員が栽培した里芋を使用した芋汁や炭火焼きの里芋、かっぽ酒が振舞われ、来場
者もあつあつの里芋を味わっていました。特設ステージでは、歌謡ショーや横堀岩戸神楽の舞い
の披露などさまざまなイベントが行われ、夜遅くまで賑わいを見せていました。

１日目「ふるまい汁の提供」

芋汁のふるまい

２日目「子ども神輿」

かっぽ酒のふるまい

１日目「ステージイベント」

里芋焼きのふるまい

２日目「大名行列」

ステージイベント「波野横堀神楽」
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秋の大祭　きよら祭り
　10 月 16 日（日）に、町内恒例の秋祭り「きよら祭り」が開催されました。
　小国両神社の秋季大祭で、御神輿の市原御仮屋への巡幸にあわせた豊穣祭として行われるこの
祭りは、市原小学校を会場に、町内のグループなどによるバザーと、パフォーマンスショー、カ
ラオケ大会、抽選会などのステージで会場は賑わっていました。
　午後には、両神社を出た神輿二基が、両町の氏子や市原地区の役員などによって御仮屋に向け
巡幸。祭り会場周辺などでは人々が神輿をくぐり、お参りをする姿が見られました。

子どもやまなみ太鼓

カラオケ大会出場者

ステージイベント「吉原神楽」

ステージイベント「腕相撲大会」

ステージイベント「やうちブラザーズ」

たくさんの笑顔

3
広報きよら 2016.11

3
広報きよら 2016.11



熊本地震復興祈念
第15回南小国町「きよらの郷」防犯少年柔道大会

平成28年10月２日（日）

　市原小学校体育館で、熊本地震復興祈念第 15
回南小国町「きよらの郷」防犯少年柔道大会が開
催されました。
　今年は４月の熊本地震の影響もあり、大会の開
催自体も検討されましたが、大会を通して頑張っ
ている小学生の少年・少女の姿で、被災された皆
さんや一刻も早い復興に少しでも勇気や希望を与
えることが出来たならという思いも込めて開催さ
れました。
　開会式では、本大会に協賛を頂いている（株）
東洋マーシャルアーツ様から、熊本地震の影響に
より道場が使用できなくなった益城少年柔道クラ
ブと、開催地である小国若杉館に柔道着の寄贈が
ありました。
　大会には、熊本県内を始め、大分県、福岡県な
ど九州各地より 47 団体・約 480 人の選手が出場
し、１・２年生の部、３・４年生の部、女子の部、
５・６年生の部のそれぞれに分かれて、熱い火花
を散らしました。
　１・２年生の試合では、あどけない試合姿に時
折り笑いが起こったり、５・６年生の試合では、
豪快な投げ技に歓声が起こったりと、大いに盛り
上がりを見せました。
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　10 月 12 日（水）に、南小国町「きよらパトロール
隊」の隊長、松本學さんが一般財団法人 JP 生きが
い振興財団から地域安全功労賞を受賞されました。
　地域安全功労賞とは、平穏な地域社会の実現に貢
献し、住民から高い信頼を得ている人を JP 生きが
い振興財団が表彰するものです。
　松本さんは平成 16 年に「犯罪のない明るい住み
やすい町づくり」を目的として、パトロール隊を結
成。隊長として通学路の危険箇所での挨拶運動や青
色パトロール車による防犯パトロールを継続的に行い、犯罪の発生減少に貢献しており、他の防
犯団体などにも多大な影響を与え、今回の受賞となりました。

地域安全功労賞表彰

万
作
に
笑
顔
の
見
え
る
小
国
か
な　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

地
震
道
と
ぎ
れ

ぐ
の
彼
岸
花　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

燕
去
に
て
厩
の
仔
牛
人
恋
い　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

母
逝
き
て
話
と
ぎ
れ
し
ち
ゝ
ろ
鳴
く　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

柿
吊
る
し
し
ば
し
華
や
ぐ
窓
辺
か
な　
　
　
　

上
島　

敬
次

土
倉
の
ま
だ
ひ
ん
や
り
と
夏
の
雲　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

乳
離
し
の
牛
鳴
き
交
わ
す
虫
す
だ
く　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

風
吹
け
ば
栗
の
実
落
つ
る
音
拾
う　
　
　
　
　

北
里　

典
子

な
つ
か
し
き
茱
萸
の
一
粒
渋
さ
か
な　
　
　
　

日
隈　

初
美

椎
茸
の
秋
子
の
芽
ぎ
り
待
つ
榾
場　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

長
き
夜
祭
の
支
度
賑
わ
ゝ
す　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

　本町教育委員を務めていた、武田邦
典さん（教育長）、松﨑陽志郎さん（委
員長）、福嶌龍德さんが任期満了によ
り退任されました。
　これに伴い、小田英利さん（瓜上上）、
倉岡巧さん（矢津田）が平成 28 年 10
月 26 日付で後任の教育委員に就任さ
れました。

教育委員交代

小田英利さん 倉岡巧さん
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　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を
迎える町内の長寿者４名に、内閣総理大臣
から祝状と記念品、町からは表彰状などが
贈られました。
　おめでとうございます。いつまでも元気
で笑顔でお過ごしください。

■名前
　・井　タツヨさん　　・佐藤イトカさん
　・佐藤　ウキさん　　・井　モトエさん

氏　

名　
　

年
齢　
　

地
区
名

穴
井　

豪　
（
80
）　

脇
戸

　
　
　

敬
子（
79
）

矢
津
田
健
三（
86
）　

中
村

　
　

ヒ
サ
ヨ（
81
）

小
林　

丈
弘（
86
）　

和
田
上

　
　

チ
サ
カ（
80
）

渡
邉　

禎
男（
84
）　

樋
の
口

　
　

ミ
チ
子（
82
）

氏　

名　
　

年
齢　
　

地
区
名

久
綱　

庫
藏（
89
）　

湯
田
下

　
　

紀
和
子（
84
）

橋
本　

秀
一（
85
）　

志
童
子

　
　
　

良
子（
83
）

鶴
田　

豊
美（
81
）　

瀬
の
本

　
　
　

公
代（
80
）

小
関　

保
雄（
87
）　

長
迫

　
　

ク
ニ
子（
84
）

支
え
あ
い
、

手
を
取
り
歩
ん
だ
60
年

１００歳のご長寿を祝福

平成28年度１００歳表彰

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
に
結
婚

し
、
今
年
結
婚
60
年
目
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
を
迎
え
た
町
内
８
組
の
ご
夫
婦

に
、
髙
橋
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
自
宅

で
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
後
に
は
、
結
婚
当
初

を
振
り
返
り
昔
の
話
に
花
を
咲
か
せ
る

ご
夫
婦
も
。
60
年
間
の
思
い
出
や
昔
話

に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦
（
敬
称
略
）

行
政
区
・
五
十
音
順
・
年
齢
は
９
月
末
日
現
在

GGGGGGGGGGGGGG

表彰状を受け取る穴井豪さん・敬子さん
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Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
！

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月

１
日
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
型
肝
炎
と
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
肝
臓
の
病
気

で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
一

過
性
の
感
染
で
終
わ
る
場
合
と
、
そ
の

ま
ま
感
染
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
し

ま
う
場
合
（
こ
の
状
態
を
キ
ャ
リ
ア
と

い
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア

に
な
る
と
慢
性
肝
炎
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
一
部
の
人
で
は
肝
硬
変

や
肝
が
ん
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
体

の
中
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗

力
（
免
疫
）
が
で
き
、
一
過
性
の
肝
炎

を
予
防
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
リ

ア
に
な
る
こ
と
を

予
防
で
き
、
周
り

の
人
へ
の
感
染
も

防
ぐ
こ
と
が
出
来

ま
す
。

●
対
象
年
齢

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

０
歳
児

※
１
歳
に
な
る
前
日
ま
で
が
、
定
期
接

種
の
対
象
で
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、

す
で
に
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
今
後
生
ま
れ
て
く
る
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
生
後
２
か
月
ご
ろ
に
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
く
時
に
合
わ
せ
て
案
内

を
行
う
予
定
で
す
。

●
接
種
回
数

３
回

※
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
回
目
の
接
種

を
終
え
る
ま
で
に
は
、
約
半
年
間
か
か

り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
体
調
を
み
な
が

ら
、
接
種
間
隔
に
十
分
注
意
し
て
接
種

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
機
関

小
国
公
立
病
院　

小
児
科

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
他
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
役
場
で
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

健
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
通
常
の
検
査
日

時
に
加
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期
が
あ

り
、
感
染
し
て
い
て
も
発
見
し
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

自
分
自
身
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
大

切
な
人
へ
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、

こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
特
例
検
査
日
時

12
月
１
日（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
通
常
の
検
査
日
時

毎
週
水
曜
日
：
午
後
１
時
～
午
後
４
時

毎
月
第
１
木
曜
日
：

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
午
後
７
時

※
検
査
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。

※
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
結
果
は
採
血
後
、
約
１
時
間
で
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

☎
０
９
６
７（
３
２
）０
５
３
５

感
染
性
胃
腸
炎
の

　

流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　

冬
場
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の

原
因
の
多
く
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
す
。
特
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、

感
染
力
が
強
く
、
少
量
で
も
発
症
す
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
は
24
～

48
時
間
で
、
主
な
症
状
は
吐
き
気
や
嘔

吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱
で
す
。
通
常
、

こ
れ
ら
の
症
状
が
１
～
２
日
間
続
い
た

後
に
治
癒
し
ま
す
が
、
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
予
防
対
策

①
丁
寧
な
手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
食
事
前
や
ト
イ
レ
の
後
、
調
理

前
後
は
、石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
便
や
嘔
吐
物
を
処
理
す
る
と
き
に

は
、
衛
生
面
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
い
捨
て
手
袋
や
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ

ン
を
着
用
し
て
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
食
品
か
ら
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
な
食
品
の
加
熱
や
調
理
器
具
を

い
つ
も
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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◆
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
完
了
期
限
の

　

延
長
及
び
申
込
期
限
に
つ
い
て
◆

　

現
在
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

住
宅
の
応
急
修
理
の
受
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
罹
災
証
明
の
二
次
調
査
の

未
完
了
に
加
え
、
施
工
業
者
の
不
足
に

よ
り
、
左
記
の
と
お
り
工
事
完
了
期
限

の
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
申

込
期
限
を
設
定
い
た
し
ま
す
。

【
工
事
完
了
期
限
】

　

現
行
の
平
成
28
年
12
月
13
日（
火
）

か
ら
延
長
さ
れ
、
今
後
、
申
込
状
況
や

工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
に
応
じ
て
設
定

す
る
予
定
で
す
。

【
申
込
期
限
】

　

平
成
29
年
４
月
13
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場　

税
務
課

☎（
４
２
）１
１
１
３（
内
線
２
３
５
）

◆
年
末
調
整
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
◆

　

給
与
所
得
者
は
、
勤
務
先
に
提
出
す

る
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異

動
）
申
告
書
」
に
、給
与
所
得
者
本
人
・

控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
や
親
族
な

ど
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w

.nta.go.jp

】

を
ご
覧
に
な
る
か
、
阿
蘇
税
務
署
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
◆

　

事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
平
成
28
年

分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
年
末
調
整
に
必
要

な
用
紙
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【w

w
w

.nta.go.jp/gensen/index.
htm

】
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

・
南
小
国
町
・
小
国
町
の
事
業
者

【
開
催
日
時
】

 

・
11
月
16
日（
水
）14
時
～
16
時

【
場
　
　
所
】

・
南
小
国
町
自
然
休
養
村

　

管
理
セ
ン
タ
ー

【
持
参
し
て
い
た
だ
く
物
】

・
平
成
28
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

・
平
成
28
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
（
ど
ち
ら
も
事
前
郵
送
）

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

■
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
平
成
28
年

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に

領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
1
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

町
民
課
窓
口

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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【
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
】

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す
！　

◇
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…

た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や

か
に
こ
れ
を
児
童
相
談
所
な
ど
へ
通
告

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
告
し
た
人
、
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

保
護
者（
児
童
を
現
に
監
護
す
る
人
）

以
外
に
も
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
や
、

そ
の
行
為
を
保
護
者
が
放
置
す
る
行
為

も
児
童
虐
待
と
な
り
ま
す
。

通
告　

児
童
相
談
所

〈
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
〉

　

☎
１
８
９

（
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。
24
時
間
対
応
。）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
と
被
害
者

の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
、
配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
な
ど
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
は
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
ま
す
。
警
察
へ
の
早
期
相
談

が
解
決
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
重
大
な

被
害
に
遭
う
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

警
察
安
全
相
談
室

☎
０
９
６（
３
８
３
）９
１
１
０

（
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
か
ら
は
＃
９
１
１
０
）

レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番（
性
犯
罪
被
害
）

☎
０
９
６（
３
８
４
）１
２
５
４

※
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
通
報
を
！

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
先
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

り
暖
房
機
器
が
恋
し
く
な
る
季
節
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
月
9
日（
水
）～
15
日

（
火
）の
7
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

定
期
人
事
異
動

　

10
月
1
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

他
署
所
へ
異
動

産
山
波
野
分
駐
所
へ

　

穴
井　

雄
二

野
尻
草
部
分
駐
所
へ　

　

丸
山　

貴
之

中
部
消
防
署
へ

　

秋
吉　

宏
紀　
　

穴
井　

綾
悟

　
北
部
分
署
へ
異
動

消
防
１
課

　

倉
岡　

昂
輝

　

井　
　

裕
夢

消
防
２
課

　

宮
﨑　

太
佑

消
防
３
課

　

渡
邉　

大
三　
　

穴
井　

健
文

　

荒
井　

良
至　
　

阿
蘇
品　

悟

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

火の用心！
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我
が
国
の
英
語
教
育
の
課
題

と
し
て
、
学
校
で
何
年
間
も
英

語
を
学
習
し
て
も
な
か
な
か
英

語
を
話
せ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
も
こ
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
小
学
校

で
も
外
国
語
活
動
を
取
り
入
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
５
・
６
年

生
は
、
週
に
一
回
は
外
国
語
活

動
（
英
語
）
の
授
業
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

35
時
間
の
う
ち
、
20
時
間
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
先
生
と

担
任
の
先
生
が
協
力
し
な
が
ら

指
導
し
て
い
ま
す
。
エ
ド
ウ
ィ

ン
先
生
は
常
日
頃
、「
英
語
は

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
教
え

た
方
が
効
果
が
あ
り
ま
す
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
保
育

園
の
先
生
方
の
要
望
も
あ
り
、

昨
年
か
ら
エ
ド
ウ
ィ
ン
先
生
と

私
が
保
育
園
に
出
か
け
、
英
語

を
使
っ
た
交
流
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
３
保

育
園
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
行

き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
園
児

た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

の
で
三
回
お
願
い
し
ま
す
と
頼

ま
れ
ま
し
た
の
で
、
エ
ド
ウ
ィ

ン
先
生
と
も
相
談
し
、
要
望
に

応
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

９
月
21
日（
水
）に
本
年
度
二

回
目
の
交
流
活
動
に
黒
川
保
育

園
へ
行
き
ま
し
た
。
黒
川
保
育

園
は
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
の

一
室
を
活
用
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
体
育
館
で
交
流
活

動
を
し
ま
し
た
。
二
回
目
は
、

一
回
目
に
活
動
し
た
カ
ラ
ー

（
色
）の
学
習
に
フ
ル
ー
ツ（
果

物
）の
学
習
を
加
え
た
内
容
で

す
。
最
初
に
私
が
、
ぶ
ど
う
・

み
か
ん
・
バ
ナ
ナ
・
り
ん
ご
の

カ
ー
ド
を
黒
板
に
貼
り
ま
し

た
。次
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
先
生
が
、

カ
ー
ド
を
指
し
な
が
ら
、
グ

レ
ー
プ
・
オ
レ
ン
ジ
・
バ
ナ
ナ
・

ア
ッ
プ
ル
と
発
音
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
生
の
後
に
園
児

が
大
き
な
声
で
発
音
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
日
の
た
め
の
打
ち
合
わ

せ
で
出
た
実
物
の
果
物
を
使
っ

た
学
習
で
す
。
穴
の
開
い
た
買

い
物
袋
に
手
を
入
れ
て
入
っ
て

い
る
果
物
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
で

す
。
手
を
入
れ
て
ご
わ
ご
わ
果

物
を
触
っ
て
い
た
園
児
が
、
笑

顔
で
オ
レ
ン
ジ
と
答
え
ま
す
。

次
の
園
児
は
、
少
し
悩
ん
で

ア
ッ
プ
ル
と
答
え
ま
す
。

　

40
分
程
園
児
た
ち
は
、
集
中

し
て
活
動
し
ま
し
た
。
終
わ
っ

て
帰
る
と
き
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
た
り
、
バ
イ
バ
イ
を
し
た
り

た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

私
も
、
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
気

分
で
し
た
。
今
月
は
、
三
回
目

が
あ
る
の
で
、
楽
し
み
で
す
。

継
続
的
な
学
習

　

平
成
15
年
の
秋
に
本
町
で
菊

池
恵
楓
園
入
所
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
宿
泊
を
拒
否
す
る
と
い

う
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
差
別
事
件
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
髙
橋
町
長

を
会
長
と
す
る
南
小
国
町
人
権

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
菊
池

恵
楓
園
視
察
研
修
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
12
月
２
日（
金
）

に
実
施
し
ま
す
。
多
数
の
町
民

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
申
込
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

菊
池
恵
楓
園
視
察
研
修

■
期
日

12
月
２
日（
金
）

■
集
合
場
所

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

■
集
合
時
間

午
前
８
時
50
分

■
申
込
締
切

11
月
24
日（
木
）

■
申
込
先

南
小
国
町
教
育
委
員
会

☎（
４
２
）０
０
４
７

※
参
加
費
無
料
（
弁
当
持
参
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

き
よ
ら
人
権
デ
ー

■
期
日

12
月
４
日（
日
）

■
場
所

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

■
日
程

午
前
９
時
開
会
～

■
内
容

・
小
中
高
生
に
よ
る
人
権
発
表

・
講
演

※
当
日
、
管
理
セ
ン
タ
ー
で
人

権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３
ま
で
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

151

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
国
際
感
覚

教
育
長
職
務
代
理
者
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

エドウィン先生と楽しく英語活動
（黒川保育園）
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

公
立
病
院
の
二
階
病
棟
は
、
主
に
外

科
・
整
形
外
科
の
病
気
で
患
者
様
が
入

院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
高
齢
者
の
骨
折
が
多
く

自
宅
で
の
介
護
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
、
入
院
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と

が
難
し
く
退
院
が
困
難
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
公
立
病
院
で

は
、
数
年
前
よ
り
退
院
支
援
・
退
院
調

整
に
力
を
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

退
院
支
援
と
は
「
退
院
後
の
生
活
を

見
越
し
て
行
う
支
援
で
患
者
様
が
望
む

生
活
の
場
に
移
行
す
る
支
援
」、
退
院

調
整
と
は
「
退
院
時
患
者
様
に
利
用
可

能
な
社
会
保
障
制
度
や
社
会
資
源
に
適

切
に
つ
な
ぐ
調
整
」の
事
を
い
い
ま
す
。

　

入
院
し
て
落
ち
着
い
た
ら
、
退
院
後

の
生
活
の
場
に
つ
い
て
、
患
者
様
ご

本
人
や
ご
家
族
様
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
思
い
を
日
々

確
認
し
、
週
１
回
は
医
師
を
含
む
院
内

チ
ー
ム
（
医
師
・
看
護
師
・
理
学
療
法

士
・
社
会
福
祉
士
・
事
務
担
当
者
な
ど
）

で
の
話
し
合
い
、
退
院
が
決
ま
る
こ

ろ
に
は
ご
本
人
・
ご
家
族
・
院
内
チ
ー

ム
・
院
外
チ
ー
ム
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

訪
問
看
護
師
・
ヘ
ル
パ
ー
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
な
ど
）
の
多
職
種
の
皆
さ

ん
と
自
宅
で
の
安
心
し
た
生
活
が
出

来
る
よ
う
話
し
合
い
を
し
て
引
き
継

ぎ
を
し
ま
す
。

　

退
院
支
援
・
調
整
が
必
要
と
な
る
の

は
、
病
院
で
の
治
療
は
終
え
、
退
院
可

能
な
状
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
病
気
や
老

い
に
よ
る
生
活
へ
の
不
安
を
抱
い
て
生

活
の
場
に
戻
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
い

患
者
様
で
す
。

　

病
院
は
、
病
気
の
治
療
を
目
的
と

し
た
施
設
で
、
ず
っ
と
生
活
を
し
て

い
く
場
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。「
家
に
帰
り
た
い
」「
家

で
生
活
し
た
い
」
と
い
う
患
者
様
の

お
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
生
き
よ
う

と
前
を
向
く
過
程
を
支
え
て
い
く
の

は
近
く
で
接
し
て
い
る
看
護
師
で
す
。

住
み
慣
れ
た
自
宅
が
一
番
良
い
の
で

す
が
、
諸
事
情
で
難
し
け
れ
ば
自
宅

に
代
わ
る
「
生
活
の
場
」
に
移
行
す

る
た
め
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
皆
さ
ん
の

支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
の
施
策
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
で
き
る
限
り
継
続
し
て
生
活

が
出
来
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
の
み
な
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
住
民
活
動
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
切

れ
目
な
く
提
供
し
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
国
郷
に
お
い
て
も
支
え
る
仕
組
み

が
少
し
ず
つ
で
す
が
整
い
つ
つ
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
看
護
師
の
取
り
組
み
も
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、
患
者
様
の
強

い
支
え
に
な
り
た
い
と
思
い
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

○
新
任
ス
タ
ッ
フ
紹
介

■
総
合
診
療
科
医
師

名
前
：
能
勢　

拓

専
門
分
野
：
総
合
内
科　

腫
瘍
・
血
液

　
　
　
　
　

内
科

　

10
月
か
ら

２
ヶ
月
間
小

国
公
立
病
院

で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

小
国
の
秋
を

感
じ
な
が
ら
診
療
を
し
て
お
り
ま
す
。

小
国
郷
の
皆
様
の
健
康
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
２
階
病
棟
看
護
師

名
前
：
渡
邉　

優
子

専
門
分
野
：
高
齢
者
ケ
ア　

ケ
ア
マ

　
　
　
　
　

ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
取
得

　

ケ
ア
マ
ネ

の
知
識
を
い

か
し
た
温
か

い
看
護
を
目

指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

二
階
病
棟
の
退
院
支
援
・
調
整
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
国
公
立
病
院　

２
階
病
棟
看
護
師
長　

山
岡　

京
子　

11
広報きよら 2016.11



「
吹
奏
楽
部
定
演
」 開
催

　

10
月
9
日（
日
）き
よ
ら
ホ
ー
ル
で
第

33
回
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

高
橋
町
長
様

始
め
保
護
者

の
方
々
、
多

く
の
地
域
の

方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て

小
国
中
学
校

吹
奏
楽
部
、

小
国
高
校
吹
奏
楽
部
、
地
域
の
吹
奏

楽
団
「
す
い

み
ぃ
ブ
ラ

ス
」
の
方
々

の
応
援
を
い

た
だ
き
、
地

域
の
方
々
に

支
え
な
が
ら

楽
し
く
、
ま

た
心
温
ま
る

演
奏
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
南
中
文
化
の
日
」
の
取
り
組
み

　

10
月
23
日（
日
）本
校
体
育
館
に
お
き

ま
し
て
、「
南
中
文
化
の
日
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
生
徒
会
で

し
っ
か
り
検
討
し
「
糸
～
１
０
５
の
糸
か

ら
大
き
な
絆
へ
～
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
一
人
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
命
を
大

切
に
し
、
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
絆
を

一
層
深
め
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち

の
演
技
は
、
ま
さ

に
こ
の
テ
ー
マ
を

達
成
す
る
取
り
組

み
に
な
り
ま
し
た
。

発
展
の
会
講
演
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

９
月
25
日（
日
）に
、
発
展
の
会
講
演

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
天
草
町
長
の
森 

安
廣
様
を
お
招
き

し
、｢

地
域
か
ら
高
校
が
無
く
な
っ
た

ら｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
天
草
西
校
が
閉
校
し

た
こ
と
で
町
の
活
気
が
一
気
に
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
交
流
人
口
が
増
加
す
る

中
、小
国
郷
に
は
豊
富
な
資
源
が
あ
り
、

そ
の
特
長
を
活
か
し
て
地
域
と
高
校
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
津
家
校
長
よ
り
、
天
草
西
校
の

閉
校
後
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
荒
れ
果

て
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
南
京

錠
が
さ
れ
て

い
る
門
の
様

子
が
写
し
出

さ
れ
る
と
生

徒
た
ち
は
寂

し
さ
を
感
じ

た
よ
う
で
し

た
。
そ
の
後

両
町
長
、
同
窓
会
会
長
も
加
わ
り
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

９
月
30
日（
金
）に
、
１
・
２
年
生
を

対
象
に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
進
学
・
就
職
・
公

務
員
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ

講
義
を
受
け

ま
し
た
。
進

学
希
望
者

は
、
８
つ
の

分
野
か
ら
２

つ
の
講
義
を

受
講
し
、
就

職
コ
ー
ス
で

は
、
進
路
が
決
定
し
た
３
年
生
の
模
擬

面
接
の
様
子
を
見
て
１
・
２
年
後
の
自

分
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
員

コ
ー
ス
で
は
、
町
役
場
・
消
防
署
・
自

衛
隊
で
働
い
て
い
る
方
が
、
公
務
員
と

し
て
の
心
構
え
や
学
習
法
に
つ
い
て
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

１年劇「31人の明るい教室」

３年劇「ＳＴＯＲＹ」

２年劇「命どう宝」忘れられないもの
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地域おこし協力隊 徒然日誌 第八弾

１０月２２日（土）・２３日（日）小国郷で【くまもと若者会議】が
開催されました。くまもと若者会議とは大学生団体が立ち上げ
た、熊本在住の人や熊本に縁のある人対象に、熊本や自分
たちの将来について考える場です。その開催にあたり、７月頃
より準備等のお手伝いをさせていただいていました。

くまもと若者会議では２日間を通し、成し遂げたいこと・こん
な仕組みができればいいなという想いを共有し、同じ想いの
人がグループを作って実現に向けて動き出すことになりました。

くまもと若者会議後、熊本市内に在住の参加者からメッセー
ジが届きました。内容は、「黒川温泉は好きだったが、南小国
町のことは正直よく知らなかった。今回、どんな人がどんなこ
とをしているか、南小国町のいいところを知るきっかけなった。
絶対また行こうと思った」、というものです。今回参加者の方と
触れ合うことをきっかけに、若い人たちが南小国町を知っても
らう機会になったことを嬉しく感じ、再び訪れてもらえることを
楽しみにしたいと思いました。

【空き家バンクへの登録を募集しています！】

町のホームページには現在５軒の登録があります。空
き家のことでお悩みの際は、ぜひ一度ご連絡ください！

■問い合わせ 南小国町役場 まちづくり課
☎(４２)１１１２  企画商工観光係まで

１０月１６日（日）きよら祭りに移住して初めて参加させていただきました。当日は、イベ
ントも目白押しで、お子さんたちの活気溢れる声を聞けて、本当に良い1日となりました。
また、きよら祭りにて新しく開発した「きよらのおだし」の試飲提供をさせていただきまし

た。南小国町の原木椎茸を使っただしパックとして多くの人に試飲してもらい、「美味し
い」「発売が待ち遠しい」などの嬉しいお言葉をたくさんいただきました。今後、町内の家
庭で親しまれたり、お土産として多くの方に親しまれるものにしていきたいと思いました。
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林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
、
以
前
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が

林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
お
調

べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求

等
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

で
き
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て

速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
、
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部

〒
１
７
０
―
８
０
５
５ 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
―
24

―
１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

保
育
園
入
園
説
明
会
の
案
内

　

南
小
国
町
立
保
育
園
の
入
園

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
各
申
請
書
な

ど
の
書
き
方
や
添
付
書
類
の

事
、
町
の
子
育
て
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
の

で
、
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

【
１
回
目
】

11
月
21
日（
月
）

午
前
10
時
～

【
２
回
目
】

11
月
22
日（
火
）

午
後
２
時
～

■
場
所

管
理
セ
ン
タ
ー
１
階

■
そ
の
他

※
年
度
途
中
入
園
を
ご
希
望
の

人
は
今
回
の
受
付
期
間
中
に

申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い

て
も
各
園
の
定
員
な
ど
に

よ
り
入
園
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た

各
層
区
分
に
よ
り
算
定
し

ま
す
。

保
育
園
の
入
園
申
込

　

来
年
度
の
南
小
国
町
立
保
育

園
の
入
園
申
込
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
在
園
児
に
つ
い
て

は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
園
を

通
じ
、
関
係
書
類
を
配
布
し
ま

す
。

■
受
付
期
間

11
月
28
日（
月
）

～
12
月
16
日（
金
）

■
申
込
先

・
役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

・
町
内
各
保
育
園

■
保
育
園
一
覧

・
市
原
保
育
園（
定
員
90
人
）

　

☎（
４
２
）１
１
３
５

・
中
原
保
育
園
（
定
員
20
人
）

　

☎（
４
２
）１
４
５
３

・
黒
川
保
育
園
（
定
員
30
人
）

　

☎（
４
４
）０
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

平成 29 年度入校　自衛官募集

　現在、次のとおり自衛官を募集しています。自衛官を目指す人や自
衛官について興味をお持ちの人は、資料請求などお気軽にお問い合わ
せください。
■問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所

　☎（２２）４５７５

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験種目等 試験地

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

推薦
（約60名） 中学校卒業（見

込含）17歳未満
の男子

※推薦の場合、
中学校長の推
薦などが必要
です。

11月1日（火）～
12月4日（日）

平成29年1月7日（土）
～9日（月）の指定す
る1日

口述試験・筆記試験
（作文含む）

身体検査
神奈川県

一般
（約260名）

11月1日（火）～
平成29年1月6日

（金）

１次：平成29年1月
21日（土）

国・社・数・理・英（択
一式）
作文（500字程度）

阿蘇市

２次：平成29年2月2
日（木）～5日（日）の
指定する1日

口述試験
身体検査

未定

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
長
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

無
料
人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

～
第
68
回
人
権
週
間
～

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権

週
間
で
す
。

　

今
年
は『
き
よ
ら
人
権
デ
ー
』

に
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

感
じ
た
り
、
人
権
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
心
配
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
４
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

管
理
セ
ン
タ
ー
２
階

　

会
議
室
（
洋
室
）

■
相
談
内
容

　

・
い
じ
め
・
体
罰

　

・
家
庭
内
問
題

　

・
障
が
い
者
差
別

　

・
外
国
人
差
別　
　

な
ど

■
相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

松
﨑
俊
光
（
赤
馬
場
）

　
　

森　

明
治
（
田
の
原
）

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

　

消
費
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い

て
は
、
全
国

各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
詐
欺

被
害
や
悪
質

商
法
に
よ
る

被
害
の
相
談
が
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

被
害
の
一
例

・
詐
欺
被
害

　

①
還
付
金
詐
欺

　

②
投
資
詐
欺

　

③
出
会
い
系
サ
イ
ト
詐
欺　

　

④
宝
く
じ
詐
欺　
　
　

な
ど

・
悪
質
商
法

　

①
マ
ル
チ
商
法

　

②
霊
感
商
法

　

③
点
検
・
実
験
商
法

　

④
送
り
付
け
商
法　
　

な
ど

　

被
害
を
受
け
な
い
た
め
に

は
、
す
ぐ
に
契
約
を
せ
ず
に
周

り
に
相
談
す
る
な
ど
が
有
効
で

す
が
、
悪
質
業
者
の
巧
妙
な
手

口
に
よ
り
、
契
約
後
に
詐
欺
被

害
に
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
、
こ
う
い
っ
た
消

費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
回
復

の
た
め
に
、
啓
発
活
動
や
消
費

生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
相
談
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合

に
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生

活
相
談
窓
口（
役
場
総
務
課
内
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
多
重
債
務
問
題
な
ど

の
ご
相
談
も
消
費
生
活
相
談
窓

口
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
総
務
係

☎（
４
２
）１
１
１
１

損
壊
家
屋
の
解
体

　

７
月
22
日
に
受
付
が
終
了

し
、
国
・
県
の
指
針
に
基
づ
き

行
っ
て
い
る
公
費
解
体
・
撤
去

の
進
捗
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
生
活
環
境
に
支
障
を
き

た
す
住
宅
お
よ
び
蔵
な
ど
の
自

費
解
体
分
は
す
で
に
撤
去
済
み

で
、
残
り
の
公
費
解
体
家
屋
は

今
月
よ
り
着
工
予
定
で
す
。

■
申
請
件
数

・
自
費
解
体
：
３
件

・
公
費
解
体
：
20
件

■
10
月
末
現
在
終
了
分

・
自
費
解
体
：
３
件

・
公
費
解
体
：
０
件

　

解
体
等
に
伴
い
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

臨
時
調
理
補
助
員
の
募
集

　

南
小
国
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
員
が
お
休
み
の
日

に
代
替
と
し
て
働
い
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

55
歳
以
下
で
健
康
な
人

資
格
不
問

■
業
務
内
容

調
理
全
般
・
食
器
洗
浄
・
清
掃

■
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

教
育
委
員
会

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

武
田　

チ
リ　
様　

樋
の
口

髙
村
ミ
ナ
子　
様　

高
花

北
里　

淳
子　
様　

上
町
３

綾
部　

好
春　
様　

下
町
１

日
隈　

照
之　
様　

椚
の
本

井
野　

信
男　
様　

田
の
原

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会
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南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

西
藤　

豊
子  

様  

奈
良
県
奈
良
市

渡
辺　

修
司  
様  

東
京
都
品
川
区

馬
篭　

修
玄  
様  
東
京
都
墨
田
区

井　
　

高
寛  

様  
東
京
都
港
区

山
口　

政
信  

様  

北
海
道
旭
川
市

高
橋
江
奈
美  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

光
吉　

敏
春  

様  

岡
山
県
岡
山
市

鈴
木
昭
二
郎  

様  

静
岡
県
富
士
宮
市

島
田　
　

稔  

様  

京
都
府
京
都
市

高
木　

秀
幸  

様  

埼
玉
県
新
座
市

杉
田　

千
穂  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

山
本　

勝
之  

様  

埼
玉
県
川
口
市

佐
々
木
直
樹  

様  

千
葉
県
八
千
代
市

針
谷　

宏
冶  

様  

静
岡
県
御
殿
場
市

久
保
田　

敦  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

木
内
信
太
郎  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

武
田
香
生
里  

様  

石
川
県
金
沢
市

村
田　

裕
人  

様  

京
都
府
宇
治
市

増
田　
　

勇  

様  

鹿
児
島
県
志
布
志
市

吉
森
大
一
作  

様  

福
岡
県
福
岡
市

宮
宅　

勇
矢  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

林　
　
　

巖  

様  

大
阪
府
大
阪
市

栗
本　

武
司  

様  

愛
知
県
安
城
市

吉
岡　

勝
正  

様  

広
島
県
福
山
市

荒
木　

裕
英  

様  

埼
玉
県
志
木
市

吉
田　

彰
彦  

様  

埼
玉
県
所
沢
市

中
川　

雅
之  

様  

京
都
府
京
都
市

加
藤　

光
郎  

様  

東
京
都
杉
並
区

伊
林
由
美
子  

様  

北
海
道
札
幌
市

渡
辺　

和
博  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

森　
　

明
美  

様  

三
重
県
明
和
町

皿
田　

雅
士  
様  

東
京
都
江
戸
川
区

富
田　

将
明  
様  
埼
玉
県
行
田
市

井
上
三
代
子  

様  
東
京
都
東
大
和
市

澤
田　

穂
子  

様  

愛
知
県
豊
田
市

新
村　

美
里  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

新
村　
　

晃  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

戸
塚　

裕
久  

様  

静
岡
県
静
岡
市

千
賀　

節
子  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

蔦
田　

守
弘  

様  

奈
良
県
天
理
市

山
本　

詔
男  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

小
林　

亞
樹  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

柚
木
崎
政
和  

様  

福
岡
県
福
岡
市

福
田　

隆
介  

様  

東
京
都
豊
島
区

鈴
木　

浩
之  

様  

静
岡
県
三
島
市

早
坂　

光
枝  

様  

岩
手
県
盛
岡
市

桐
生　

利
美  

様  

神
奈
川
県
座
間
市

末
田　

伸
一  

様  

京
都
府
京
都
市

加
藤　

弘
子  

様  

千
葉
県
成
田
市

大
塚　

壽
枝  

様  

東
京
都
三
鷹
市

西
村　

善
光  

様  

兵
庫
県
尼
崎
市

水
口　

真
介  

様  

兵
庫
県
西
宮
市

越
後
谷
雅
勝  

様  

北
海
道
共
和
町

上
村　

慎
一  

様  

東
京
都
港
区

中
嶋　

耕
朗  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

定
榮　

正
大  

様  

神
奈
川
県
海
老
名
市

黒
﨑
喜
久
子  

様  

島
根
県
出
雲
市

飯
島　
　

直  

様  

千
葉
県
市
川
市

金
澤　

英
紀  

様  

栃
木
県
宇
都
宮
市

山
岸　

真
紀  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

辻
口　

真
紀  

様  

東
京
都
三
鷹
市

近
藤　

政
矢  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

橋
本　

由
美  

様  

京
都
府
京
都
市

立
川　

裕
子  

様  

長
崎
県
佐
世
保
市

玉
井　

佳
生  

様  

香
川
県
坂
出
市

宗
延　

智
也  

様  

東
京
都
狛
江
市

佐
藤　

博
文  

様  

福
岡
県
福
岡
市

木
村　

晃
久  

様  

大
阪
府
大
阪
市

西
岡　

直
紀  

様  

兵
庫
県
市
川
町

大
羽　

宏
一  

様  

東
京
都
渋
谷
区

菅
原　

幸
司  

様  

岩
手
県
盛
岡
市

河
島　

正
行  

様  

兵
庫
県
尼
崎
市

宇
佐
美　

順  

様  

東
京
都
墨
田
区

熊
倉
三
千
代  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

森
川　

征
男  

様  

埼
玉
県
戸
田
市

西
村　

達
夫  

様  

東
京
都
目
黒
区

中
田　
　

修  

様  

岡
山
県
倉
敷
市

吉
田　
　

仁  

様  

東
京
都
杉
並
区

須
藤　

照
久  

様  

千
葉
県
市
川
市

本
多　

芳
江  

様  

熊
本
県
熊
本
市

FO
GARTY RICH

ARD

　
　
　
　
　

  

様  

東
京
都
目
黒
区

柁　
　

佳
之  

様  

東
京
都
豊
島
区

高
橋　
　

渉  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

松
本　

和
広  

様  

香
川
県
高
松
市

中
田　

智
大  

様  

長
野
県
松
本
市

稲
村　

和
春  

様  

熊
本
県
熊
本
市

梅
崎　

慎
子  

様  

東
京
都
中
央
区

東　

恵
理
子  

様  

大
阪
府
東
大
阪
市

吉
川　
　

守  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

飛
永　

光
信  

様  

福
岡
県
福
岡
市

谷
岡　

源
信  

様  

福
岡
県
福
津
市

村
上　

和
代  

様  

沖
縄
県
南
風
原
町

高
呂　

則
明  

様  

大
阪
府
吹
田
市

中
野　

裕
之  

様  

神
奈
川
県
大
和
市

副
島　

賢
治  

様  

大
阪
府
茨
木
市

羽
生　

恵
一  

様  

栃
木
県
宇
都
宮
市

山
本　
　

弘  

様  

埼
玉
県
入
間
市

山
崎　

光
太  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

真
垣　

秋
重  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

本
多　

博
一  

様  

福
岡
県
福
岡
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
特
選
作
品
に

は
、き
よ
ら
ス
キ
ー
氏
の

素
晴
ら
し
い
抽
象
画

　

を
選
び
ま
し
た
！

こ
ん
か
い

こ
ん
か
い

す
ば
す
ば

ち
ゅ
う
し
ょ
う
が

ち
ゅ
う
し
ょ
う
が

え
ら
え
ら

い
ま
さ
ら

い
ま
さ
ら

いい

た
き
た
き

ええ

と
く
せ
ん
さ
く
ひ
ん

と
く
せ
ん
さ
く
ひ
ん

しし

げ
〜
じ
ゅ
つ

げ
〜
じ
ゅ
つ

あ
き
あ
き

た
き
た
きええ

かか こ
う
よ
う

こ
う
よ
う

め
い
が　

た
ん
じ
ょ
う

め
い
が　

た
ん
じ
ょ
う

よ
か
ん

よ
か
ん

け
い
こ
く

け
い
こ
く

け
し
き

け
し
き

さ
い
こ
う

さ
い
こ
う

数
時
間
後

―

数
時
間
後

―

か
い
が
て
ん

か
い
が
て
ん

し
ゅ
っ
ぴ
ん

し
ゅ
っ
ぴ
ん

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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11/
15火

ふれあいバスハイク（日田方面）
　　対象者：70歳以上の独り暮らしの人
　　　　　　　　　　　　問い合わせ：りんどう荘

16 水 第32回史跡探訪ウォーキング（高千穂町）　8：50～
　　　　　　　　　　　　　　　　管理センター

17 木 心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
1歳6ヶ月児健診　13：00～13：15受付　おぐに老健

18 金 さくら荘カフェ　13：30～15：30　さくら荘

19 土

20 日

21 月
保育園入園説明会　10：00～　管理センター
地域懇談会（対象地域：中原小学校校区）

19：00～　元気プラザ中原

22 火

黒川保育園発表会（役場きよらホール）　9：30～
子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円
定期法律相談　13：30～　役場議長室
保育園入園説明会 14：00～　管理センター

23 水 勤労感謝の日

24 木

きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30   管理センター
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅
地域懇談会（対象地区：りんどうヶ丘小学校校区）

19：00～　南小国町公民館満願寺分館

25 金
市原保育園発表会(管理センター)　8：45～
地域懇談会（対象地域：市原小学校校区）

19：00～　役場きよらホール

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水 国民健康保険税　第６期　納期限
固定資産税　第３期　納期限

12/
1木 高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ

乳児健診　13：00～13：30受付　おぐに老健

2 金
菊池恵楓園視察研修　8：50　管理センター
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

3 土

4 日 第13回きよら人権デー　9：00　管理センター
無料人権相談　10：00～15：00　管理センター

5 月

6 火

7 水 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館 

8 木
3歳児健診　13：00～13：30受付
　　　　　　　　　　　　　おぐに老人保健施設
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水 きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺公民館
高齢者ミニデイサービス　13：30～　瓜上公民館

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

9
／
16
生　

麻
生　

周し
ゅ
う
き希

く
ん

　
（
父
）孝
哉･

（
母
）順
子　
　

和
田
下

9
／
28
生　

冨
澤　

真ま

ほ穂
ち
ゃ
ん

　
（
父
）健
太
郎･

（
母
）真
波　

矢
津
田
団
地

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

9
／
29　

河
津　

喜
作（
87
）湯
田
下

10
／
3　

櫻
木
ア
サ
子（
89
）松
の
木

10
／
4　

北
里
　
嘉
也（
80
）上
町
３

10
／
7　

綾
部
美
恵
子（
69
）下
町
１

10
／
8　

日
隈
フ
ジ
ヱ（
101
）椚
の
本

10
／
19　

佐
藤
　
雪
男（
101
）馬
場
上

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（9月30日現在）

世帯数　1,758世
帯

（±０）
　男　　1,970人

（＋２）
　女　　2,228人

（±０）
　計　　4,198人

（＋２）
※（ ）は前月比

11月・12月
平成 28 年
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つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
3
6

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

10月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　（父）光洋さん

　（母）一美さん

いつもニコニコ笑顔のふみ
さん♪これからも元気いっぱ
い楽しく過ごそうね。産まれ
てくれて本当にありがとう。

森永　歩未 ちゃん

　（父）博幸さん

　（母）ありささん

元気一杯の進ちゃんのおか
げで、家の中がいつも明るい
です！　あかねと、これから
も仲良く遊んでね。

鞭馬　進太郎 くん
ふふ みみ しんしん たた ろうろう

27.10.23生 27.1０.２８生

赤馬場 湯田
　（父）博幸さん

　（母）ありささん

甘え上手で芸達者な、我が
家のアイドルです。あんよも
上手になりました！　進ちゃ
んと仲良く大きく育ってね。

鞭馬　あかね ちゃん
27.1０.２８生

湯田

BIRTHDAY
   H

A
PPY

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す

　

毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
集

中
的
な
広
報
・
啓
発
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子

ど
も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
す

べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も

に
、
健
や
か
に
う
ま
れ
、
育
て

ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ

れ
る
」
と
児
童
憲
章
に
謳
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
す
べ
て
の

子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、

健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
連
絡
先

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９

※
連
絡
者
や
相
談
内
容
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
可
能
で
す
。

作
っ
て
み
よ
う
、お
せ
ち
料
理

　

南
小
国
町
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
お
せ
ち
料
理
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
２
～
３
種
類

の
お
せ
ち
料
理
を
一
緒
に
作
る

ほ
か
、
お
せ
ち
の
由
来
な
ど
の

話
や
、
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ま
も
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
～

■
場
所

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

休
憩
室
・
調
理
室

■
募
集
人
数

大
人
10
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費
（
大
人
の
み
）

材
料
代
５
０
０
円

■
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
三
角
巾

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

地
域
活
動
備
品
を
整
備

　

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
宝

く
じ
助
成
に
よ
り
、「
黒
川
温

泉　

大
名
行
列
衣
装
」
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
社
会
貢
献
広
報
事
業
費

を
財
源
と
し
て
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
を

行
う
も
の
で
す
。
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